

























































































































































































































































































穿ilil はぺン型を！ ゲ夕 ､つ要領で苦ではなかった
サーターの紹介はあったほうがより＆･への恐 布心が減る
サーターでのトラブルを体険・指導してもらえてよかった ／
しなければならない事が一つに鱈 鎖にまとめてあるとよい
指導された範囲内のトラブルのみであり、対処できている
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○退
院
》
後
の
生
活
に
つ
い
て
(1)退院後、対処に困ったこと
(2)入院中に聞いておけば
よかったこと
CSllポンプルート内のエア抜きが､１Ｌい
CSIIを落としそうになるときが時々ある
ポーラスが適切に注入されていないことがある
手刺しで針が入らずサーターを使用しているが、うまくいかない
刺し換え時期が３日より延長している
食事時間や仕事など、病院の生活とずれてきている
穿刺時失敗が多くあり、CSII物品がフ<足気味
インスリンはシリンジにどれくらい詰めたらよいのか
穿刺部を下にしても(臥位)大丈夫か
ベース量の’確認ができる 面 はどれか
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○
○
○
○
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表２．入院中の看護記録
①(18日間)②(17日間）③(23日間）
７日目２日目 ２日目
８日目２日目２日目
３７日目７９日目
1日目３日目５日目
初回穿刺日初回穿刺日初回穿刺日
ハヅチテストパッチテストパッチテスト後
７～22日目
15日目に外泊12日目に外.：外泊せず
しているが
日時不明
しているが
日時不明１７日目
１６日目４１０日目
■■■■■■■汀■
I■■■■■■■■■■■、■
■■■■■■■■■■
７９１０日目
－４－
冒導
#期
素 ｂ象(入 笥､
ﾖ等項目
日間） ③(23
指導曰
導
入
決
定
時
～
入
院
時
【CSII導入への期待度とイ
メージの確認】
【患者の持てる力の把握】
【生活パターンの把握】
【指導内容・方法の選択】
CSIIへの期待度の確認、医療者への期待度の確認、入
院生活への期待度の確認、CSIIに対するイメージの確
認
家族、周囲のサポートカの把握、身体機能の把握、性
格・理解力の把握
普段の日常生活のパターンの把握、活動壁の把握
入院Ｌ２日目
2
2
1日目
入院2日目
2
2
2日目
入院3,4日目
7
8
しているが
日時不明
初
回
穿
恥
刺
時
～
手
技
獲
得
【CSIIを具体的にイメージ
できる説明】
【CSIIの特殊性の説明】
[一連の手技の指導】
【初回穿刺時の支援】
【一連の＝二技の確認】
【一連の二昌技の見守り】
Ｐ
Ｌ ｝ 計導内容・方法の評ｌｉⅡi】
【穿刺の苦痛の軽減への
援助】
【テープかぶれのトラブル
対処方法の指導】
【トラブル早期発見方法の
指導】
看護師が関わった患者の体験談の紹介、CSII器機を用
いての生活の具体的な説明、CSII器機の紹介．インス
リンと比較した説明
メリットの説明、入院中の頻回な血糟測定の必要性の
説明、CSII導入初期に起こりうることの説明
初回穿刺日
穿刺時の時間・場所・人の確保、初回穿刺時の患者の
様子観察、初回穿刺後の思い確認、今後の刺し換え方
法・回数の相談 、
器機操作、刺し換えの確認
器機操作、刺し換えの見守り
指導内容，方法の評価、設定
穿刺部位の選定､サーターの紹介
パッチテスト実施
バリアの使用提案
アラーム音の説明、トラブル時の画面の説明、刺し換
え後の血糖測定指導
7,9日目
7,9日
日目
2日目
13日間
手技自立まで
の練習回数
10回
初回穿刺日
穿刺日
パ チテスト桜
14日目
3日目
3,4日目
3日目
3日目
6日間
手技自立まで
の練習回数
6回
初回穿刺日
初 日
パ ト桜
８．９日目
3,7日目
3,7日
5日目
5日目
8日間
手技自立までの
練習回数
8回
穿刺2回目
初回穿刺
パッチテス
10.11日目
手
技
獲
得
後
～
退
院
【生活変動時等の対処‘工
夫の説明】
【CSIIを継続・維持してい
<ための管理方法の説明】
【退院後の生活を見据えた
練習方法の提案・実施】
【トラブル対処自立への
指導】
【家族への説明】
説明日
外来での管理体制確認･退院後の血糖測定指導
現在、今後の課題確認、生活のシミュレーション実
施、緊急時の対応の指導
試験外泊の提案
アラームの種類と対処方法の指導、コールセンターの
紹介、器機故障時の対処方法の指導、低血糖・高血糖
時の対処方法の指導、セルフテストの指導、電池交換
方法の指導
キーパーソンの協力体制の確認
11日目
6,13,15,17
日目
５～17日目
に外泊
16日目
17
8日目
16日目
10～16日目
12日目に外瀧
9,10日目
13日目
11,13日目
7
外
10,13日目
そ
の
他 CSIIを使用しての反応・思い
血糖コントロールがつきやすくなった
刺し換えが3日に１回でよいのが利点
インスリン注入が簡便になった
付き合いや会合でのインスリン注入が楽になった
外食や夜中に食べてみたりして血糖値の変化を見てみ
たい
CSIIが身体に合わなければ、ペン型に戻る可能性もあ
るのか
血糖値に合わせてベースやポーラスの通は変わるのか
また低血糖になったら退院後どうしていけばよいか
血糖値がペン型でもCSII同様の効果あればペン型の方
がいい
少なくはなったが、CSIIになっても低血糖は起こる
16日目
7日目
5日目
2日目
2日目
６ 目
9日目
4,10日目
7,9,10日目
8日目
8日目
22日目
